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獲
に
伴
う
デ
ー
タ
を
収
集
、

簡
易
に
設
置
可
能
で
捕
獲
効

率
の
高
い
囲
い
わ
な
等
の
開

発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
中
国
四
国
農
政
局

や
、
四
国
四
県
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
を
推
進
し
、
四

国
全
体
で
の
効
果
的
な
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

 　

さ
ら
に
、
四
国
山
地
（
剣

山
・
三
嶺
）
及
び
四
国
西
南

部(

黒
尊
山
・
滑
床
山)

に

お
い
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
動

態
調
査
や
被
害
跡
地
の
再
生

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤ 　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向

け
た
取
組

　

 　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、

貴
重
な
森
林
生
態
系
や
生
物

多
様
性
の
保
全
等
を
図
る
観

点
か
ら
、
保
護
林
の
設
定
や

希
少
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

 　

平
成
二
四
年
度
の
取
組
で

は
、
徳
島
県
最
高
峰
の
剣
山

か
ら
次じ

ろ
う
ぎ
ゅ
う

郎
笈
に
至
る
北
西
斜

面
の
国
有
林
に
位
置
し
、
ウ

ラ
ジ
ロ
モ
ミ
や
ブ
ナ
が
生
育

す
る
四
国
で
は
数
少
な
い
森

林
を
含
ん
で
い
る
名な

ご
ろ
だ
に
や
ま

頃
谷
山

国
有
林
（
徳
島
県
三
好
市
）

に
お
い
て
、
保
護
林
拡
充
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
高
知
県
西
部
地
域
に

お
い
て
、
ヤ
イ
ロ
チ
ョ
ウ
、

コ
ウ
モ
リ
、
ニ
ホ
ン
リ
ス
や

ヤ
マ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
等
の

希
少
動
植
物
の
生
息
・
生
育

状
況
を
把
握
し
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
整
備
す
る
た
め
調

査
を
行
い
、
森
林
施
業
に
反

映
さ
せ
ま
す
。

四 

、
森
林
の
理
解
促
進
、
国
民

参
加
の
森
林
づ
く
り
の
取
組

　

国
有
林
を
活
用
し
た
ふ
れ
あ

い
の
場
の
提
供
、
森
林
環
境
教

育
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
森
林
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
取
組
例
）

① 　

森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

の
提
供

　

 　

平
成
二
四
年
度
は
学
校
等

ニホンリス

野根山街道の宿屋スギ

魚梁瀬千本山国有林

に
お
け
る
森
林
環
境
教
育

の
取
組
の
拡
大
に
資
す
る
た

め
、
体
験
学
習
に
適
し
た
国

有
林
に
お
い
て
、
体
験
学
習

の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
整
備

等
を
実
施
し
ま
す
。

　

 　

平
成
二
四
年
度
は
、
高
知

県
室
戸
市
佐さ

き

は

ま

喜
浜
で
室
戸
ジ

オ
パ
ー
ク
の
サ
イ
ト
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
段だ

ん
の
た
に
や
ま

ノ
谷
山
」
、

「
加か

な

ぎ

　

つ

　

奈
木
の
崩
え
」
及
び
「
野

根
山
街
道
」
、
ま
た
高
知
県

高
知
市
の
工く

い
し
や
ま

石
山
を
森
林
環

境
教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

② 　

森
林
へ
の
理
解
の
醸
成
に

向
け
た
取
組

　

 　

平
成
二
四
年
度
の
取
組
で

は
森
林
に
親
し
み
、
自
然
と

触
れ
合
う
こ
と
で
、
森
林
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
「
魚
梁
瀬
の
千
本
山
国

有
林
」
を
山
の
案
内
人
と
歩

き
、
開
通
か
ら
一
〇
〇
年
を

経
た
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
の
遺

産
を
森
林
鉄
道
ガ
イ
ド
の
案

内
で
訪
ね
る
散
策
ツ
ア
ー
を

秋
期
に
実
施
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
一
〇
月
に
高
知
県

で
開
催
さ
れ
る
「
四
国
山
の

日
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
「
四
国
山
の
日
賞
」
を

授
賞
し
、
関
係
団
体
の
活
動

報
告
等
と
先
進
林
業
地
の
視

察
等
、
森
林
・

林
業
に
関
す

る
催
し
を
行

い
ま
す
。
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四
月
二
四
日
、
徳
島
県
つ

る
ぎ
町
一
宇
の
赤
帽
子
山

（
一
，
六
一
一
ｍ
）
北
面
に
広

が
る
民
有
林
と
国
有
林
（
実

平
国
有
林
一
一
八
林
班
）
で
、

民
国
連
携
の
促
進
を
図
る
た

め
、
現
地
調
査
と
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

徳
島
県
は
、
近
年
の
ス
ギ

人
工
林
資
源
の
充
実
を
受
け

て
、
一
〇
年
間
で
県
産
材
の

生
産
・
消
費
量
を
倍
増
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
に
、

平
成
二
三
年
度
か
ら

「
次
世
代
林
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
中
で
は
施
業
を
集

約
化
す
る
「
高
能
率

団
地
」
を
県
下
に

六
〇
箇
所
配
置
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、

赤
帽
子
北
面
に
は
約

一
，
〇
〇
〇
ha
の
高

能
率
実
平
団
地
が
す
で
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
当
署
の
管
理
・
経

営
す
る
国
有
林
の
大
部
分
は
、

戦
後
、
保
安
林
整
備
臨
時
措

置
法
等
で
買
い
入
れ
た
森
林

で
、
標
高
の
高
い
場
所
に
散

在
し
て
い
る
た
め
、
民
有
林

を
通
過
し
な
け
れ
ば
路
網
や

森
林
整
備
が
で
き
な
い
箇
所

が
多
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

こ
の
実
平
国
有
林
は
、
赤
帽

子
山
北
面
上
部
に
帯
状
に
分

布
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
間

伐
は
未
実
施
で
し
た
。

　

民
有
林
の
高
能
率
実
平
団

地
に
は
作
業
路
網
が
部
分
的

に
開
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
国
有
林
に
到
達
で
き
る
上
、

利
用
間
伐
も
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、

民
有
林
と
国
有
林
が
協
力
し

て
路
網
や
森
林
整
備
が
で
き

な
い
か
、
県
の
担
当
者
と
検

討
を
進
め
、
関
係
者
の
認
識

を
共
有
す
る
た
め
現
地
調
査

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
当
署
と
、
西
部

県
民
局
、
つ
る
ぎ
町
、
森
林

組
合
の
担
当
者
一
七
名
が
参

加
し
、
林
道
か
ら
民
有
林
の

作
業
路
網
を
経
由
し
て
国
有

林
に
入
り
、
路
網
の
状
況
や

林
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
国
有
林
に
は
早

急
に
整
備
す
べ
き
人
工
林
資

源
が
一
定
量
あ
り
、
民
有
林

の
作
業
路
網
を
延
長
す
れ
ば
、

施
業
は
実
施
で
き
る
と
の
認

識
で
一
致
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
つ
る
ぎ
町
役
場
一
宇
支

所
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
署
か
ら
提
案
を

し
た
民
国
連
携
を
進
め
る
た

め
の
協
議
会
の
設
置
や
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
概
ね
同
意

さ
れ
、
今
後
は
民
有
林
と
国

有
林
が
連
携
し
て
計
画
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
、
関
係

者
で
協
議
を
行
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン

で
は
、
路
網
整
備
と
集
約
化

は
林
業
の
復
権
を
図
る
た
め

の
重
要
な
手
法
で
あ
り
、
国

有
林
野
事
業
の
一
般
会
計
化

に
向
け
て
は
、
国
有
林
と
民

有
林
の
一
体
的
な
整
備
・
保

全
が
眼
目
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
当
署
と
し
て
も
国
有
林

の
利
便
だ
け
で
は
な
く
、
民

有
林
の
た
め
に
国
有
林
と
し

て
何
が
で
き
る
か
を
念
頭
に
、

赤
帽
子
山
北
面
で
の
取
組
を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
民

有
林
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

民
国
連
携
の
た
め
の

   

現
地
調
査
を
実
施

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

現地検討会
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
力
で

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害

            
対
策
を
実
施

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

四
月
二
五
日
、
三
嶺
登
山
道

沿
い
の
通
称
「
ダ
ケ
モ
ミ
の
丘
」

上
部
の
国
有
林
（
三
嶺
国
有
林

二
七
～
二
九
林
班
）
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
三
嶺
の
自
然
を
守
る
会
（
暮

石
洋
理
事
長
）
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
を

防
ぐ
た
め
の
樹
木
ガ
ー
ド
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

三
嶺
の
自
然
を
守
る
会
は
、

秀
峰
、
三
嶺
（
一
，
八
九
三
ｍ
）

周
辺
の
良
好
な
自
然
環
境
を
守

る
た
め
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
三
嶺
付
近
で
も
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
が
激
し
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
従
前
か
ら

当
署
の
行
う
ニ

ホ
ン
ジ
カ
食
害

対
策
に
協
力
を

い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
ケ

モ

ミ

の

丘

は
、

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ

が
純
林
状
に
生

育
し
て
い
ま
す

が
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
は
モ
ミ
の
樹

皮
を
好
む
た
め
激
害
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
署
で
は

二
一
年
度
か
ら
請
負
で
ニ
ホ
ン

ジ
カ
除
け
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る

ほ
か
、
県
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
よ
り
、
登
山
道
沿
い
に
は

樹
木
ガ
ー
ド
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
モ

ミ
林
の
周
辺
の
リ
ョ
ウ
ブ
、
ダ

ケ
カ
ン
バ
な
ど
の
広
葉
樹
も
大

き
な
被
害
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
守
る
会
の
メ
ン

バ
ー
八
名
に
加
え
、
当
署
か
ら

次
長
外
三
名
が
参
加
し
、
八
時

三
〇
分
に
名
頃
登
山
口
を
出
発

し
、
一
〇
時
三
〇
分
に
現
地
に

到
着
し
、
昼
食
を
挟
ん
で
約
三

時
間
、
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
資
材
は
あ
ら
か
じ
め
現
地

に
運
ん
で
い
た
た
め
、
短
時
間

の
作
業
で
し
た
が
、
一
四
九
本

の
樹
木
に
樹
木
ガ
ー
ド
を
巻
き

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
樹
木
ガ
ー
ド
の
耐
用
年
数

は
一
〇
年
以
上
で
す
か
ら
、
樹

木
ガ
ー
ド
を
設
置
し
た
樹
木

は
、
長
い
期
間
、
シ
カ
の
食
害

を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
対
策
は
、
ま
だ
ま

だ
拠
点
的
な
取
組
に
過
ぎ
ま
せ

ん
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
、
良
好
な
自

然
環
境
や
稀
少
な
樹
木
を
保
護

し
、
生
物
多
様
性
を
維
持
す
る

た
め
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
対
策

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

樹木ガード設置作業

 

飯
野
山
で
自
然
体
験
・

 
 
 
 
 
 
 
 

森
林
教
室

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

当
所
で
は
、
讃
岐
富
士
と
呼

ば
れ
る
飯
野
山
に
お
い
て
、
飯

山
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
と
遊
々
の
森
（
名
称
「
お

じ
ょ
も
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
」
）

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
丸
亀
市

内
の
小
学
生
を
対
象
に
森
林
環

境
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
飯
山
北
小
学
校
三
・

四
年
生
（
二
六
〇
名
）
の
遠
足

（
飯
野
山
登
山
）
に
併
せ
て
、

飯
山
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
か
ら
森
林
教
室
の
講

師
派
遣
依
頼
が
あ
り
、
当
所
か

ら
三
名
の
職
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
快
晴
で
、
児
童
た
ち

は
飯
野
山
の
自
然
に
ふ
れ
な
が
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林
官
自
作
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

よ
る
説
明
を
行
い
、
児
童
た
ち

は
森
の
働
き
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
見
た
こ
と
の
な

い
イ
ノ
シ
シ
の
足
跡
の
写
真
や

虫
な
ど
に
は
特
に
関
心
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
児
童
た
ち
に
は
、
自

然
体
験
な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に

森
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
自
然
観

察
等
を
行
っ
て

も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

　

な
お
、
飯
山

北
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
で
は
、
今

年
度
も
小
学
生

を
対
象
と
し
た

木
工
教
室
（
巣

箱
作
り
）
な
ど

を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

四
月
二
二
日
、
飯
野
山
の
登

山
口
に
お
い
て
、
「
里
山
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
野
山
は
、
丸
亀
市
と
坂
出

市
に
ま
た
が
っ
て
位
置
し
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
「
風

景
林
」
と
な
っ
て
お
り
、
年
間

約
五
万
人
が
訪
れ
ま
す
。
標
高

が
四
二
二
ｍ
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
ち
な
ん
で
平
成
二
二
年

度
に
、
丸
亀
市
観
光
協
会
に
お

い
て
四
月
二
二
日
を
「
讃
岐
富

士
の
日
」
と
し
て
制
定
し
、
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
目
の
今
回
は
、
春
の
里

山
歩
き
の
到
来
を
告
げ
る
山
開

き
と
し
て
「
里
山
ま
つ
り
」
な

ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

 

飯
野
山
で

   

「
里
山
ま
つ
り
」

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
時
折
雨
の
降
る
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
里

山
ま
つ
り
の
開
会
式
に
は
、
丸

亀
市
長
・
坂
出
市
長
を
は
じ
め

多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
、
当

所
の
眞
鍋
所
長
か
ら
は
、
「
飯

野
山
は
そ
の
大
部
分
が
国
有
林

で
、
ま
た
、
瀬
戸
内
海
国
立
公

園
や
保
健
及
び
風
致
等
の
保
安

林
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
自

テープカットをする眞鍋所長（左から２人目）

ら
元
気
よ
く
約
二
時
間
の
行
程

で
登
山
し
、
昼
食
後
に
七
箇

森
林
事
務
所
の
酒
井
森
林
官

に
よ
る
森
林
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

　

森
林
教
室
で
は
、
森
の
役
割

「
働
き
」
や
森
に
棲
む
生
き
物

に
つ
い
て
、
森
を
棲
み
家
と
す

る
動
物
・
虫
・
植
物
な
ど
の
写

真
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
酒
井
森

森林教室の様子

然
体
験
の
場
と
し
て

多
く
の
皆
さ
ん
に

活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
日
は
、
怪
我

の
な
い
楽
し
い
一
日

と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
っ
た
後
、
山
開

き
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
登
山
客

は
約
一
二
〇
〇
人
で
、
初
め
て

飯
野
山
を
登
山
さ
れ
た
方
か
ら

は
、
「
景
色
が
素
晴
ら
し
い
。

登
山
道
も
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ

て
い
る
。
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
さ
ら
に
地
域
か
ら

親
し
ま
れ
る
山
に
な
っ
て
欲
し

い
と
考
え
て
お
り
、
所
と
し
て

も
協
力
し
て
い
く
考
え
で
す
。
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地
面
に
固
定

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か

ら
は
、
「
初
め

て
こ
の
よ
う

な
急
峻
な
山

に
登
り
ま
し

た
。
柵
の
設

置
で
は
、
一

部
や
り
直
し

が
必
要
で
大

変
だ
っ
た
け

れ
ど
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害

か
ら
山
を
守
る
た
め
に
次
回

も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ニ

ホ
ン
ジ
カ
被
害
防
止
活
動
を

理
解
し
て
く
だ
さ
る
方
が
増

え
て
、
大
変
あ
り
が
た
く
感

じ
ま
し
た
。

　

四
月
二
九
日
、
当
署
と
三

嶺
の
森
を
ま
も
る
み
ん
な
の

会
の
主
催
で
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
食
害
を
受
け
て
荒
廃
が
進

む
香
美
市
の
白
髪
分
岐
周
辺

に
お
い
て
、
防
護
柵
の
設
置

や
ラ
ス
巻
き
、
菰こ

も

を
使
っ
た

表
土
の
流
失
止
め
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
一
九
年

か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
一
五

回
目
に
な
り
ま
す
。
「
み
ん
な

の
会
」
の
熱
心
な
呼
び
か
け

に
、
高
知
工
科
大
学
、
高
知
大

学
の
学
生
や
教
職
員
の
方
々

四
三
名
を
含
め
、
約
九
〇
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
初
実
施
予
定
日
が
、
雨
天

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害

防
止
活
動
で
山
を
守
れ

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

の
た
め
に
一
週
間
延
び
大
型

連
休
と
重
な
っ
た
た
め
、
従

来
か
ら
、
参
加
さ
れ
て
い
る

方
々
が
少
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
初
体
験
の
方
が
多
く

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
九
時
過
ぎ
に

山
の
麓
に
着
き
、
そ
こ
か
ら

急
な
登
山
道
を
一
時
間
余
り

登
っ
て
、
や
っ
と
白
髪
分
岐

の
頂
上
に
つ
き
ま
し
た
。
こ

こ
は
三
嶺
の
頂
や
剣
山
を
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
る
所
で

す
。
参
加
者
は
山
登
り
の
楽

し
さ
を
味
わ
い
、
一
息
つ
い

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
防
護
柵
の
設
置

と
ラ
ス
巻
き
、
菰こ

も

を
使
っ
た

表
土
の
流
失
止
め
を
行
う
班

に
分
か
れ
て
作
業
の
開
始
で

す
。

　

「
防
護
柵
班
」
は
、
白
髪
分

岐
の
北
面
の
裸
地

化
し
た
区
域
を
囲

む
よ
う
に
、
四
組

に
別
れ
て
柵
を
設

置
し
て
い
き
ま
し

た
。
約
三
時
間
ほ

ど
か
か
っ
て
、
総

延
長
四
百
メ
ー
ト

ル
の
防
護
柵
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
「
ラ
ス

巻
き
班
」
は
、
白

髪
分
岐
の
南
面
に
向
か
い
、

今
年
新
た
に
剥
皮
被
害
を
受

け
始
め
た
樹
齢
二
百
年
余
り

の
モ
ミ
の
木
な
ど
を
守
る
た

め
に
、
ラ
ス
を
次
々
に
巻
き

付
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
菰
を
使
っ
た
表
土

流
失
止
班
」
は
、
カ
ヤ
ハ
ゲ

ま
で
足
を
伸
ば
し
、
筋
状
に

表
土
流
失
が
始
ま
っ
て
い
る

箇
所
に
、
菰
を
丸
め
竹
串
で

初参加で獣害防護柵設置しました。

多くの方がシカ食害防止活動に
集まっていただきました。


